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土 土総合医学会

あきた病院だより―⑤

　私は国立病院総合医学会の参加は今回で3回目になります。ポスターでの発表は毎回、どのように作成すれば視聴していた
だく方々に分かりやすく伝わるか悩みます。色を派手にしたり写真を貼ったりと色々工夫してきました。しかし今回は新型コロ
ナウイルスのため予定していた会場での発表ではなく、WEB形式での発表となったため、さらに誰もが見て分かるようなポス
ター作りを求められたように感じます。たくさんアドバイスを頂きながら完成することができました。今後また機会があれば今
回の経験を元に参加したいと思います。

　昨年度の院内ケース発表を元に、今回は国立病院総合医学会への寄稿をさせて頂きました。事例として、普段より排便行動
に問題のみられる患者さんに対して介入を行いました。患者さんの生活リズムや排泄の頻度・時間帯などを見直し、修正した看
護計画を実践することで普段の患者さんとのかかわりよりも深く介入できたと思います。また、そうすることでより患者さんのこ
とを知ることができました。
　寄稿にあたり新たに抄録やポスターにまとめることをしましたが、初めてのことでもあったので副師長さんや師長さんには何
度も助言を頂きました。今年は現地での直接の発表をすることができず残念でしたが、私にとって貴重な経験となりました。今
回の事例を通して、今後も患者さんへのかかわり方や看護の提供へと活かしていけたらと思います。

　この度、「重症心身障がい児者病棟における多職種デスカンファレンスの現状と課題」というテーマで看護研究に取り組み、
第74回国立病院総合医学会にポスターの寄稿をさせていただきました。本研究では病棟研究メンバーと2年に渡って取り組
み、統計分析にも自分達で挑戦した大変思い入れのある研究となりました。論文やポスター作成にあたり、御助言いただいた病
院長先生はじめ、看護部長、病棟師長とたくさんの方々に、このような状況下でも自分達の取り組みを発表できる機会をいただ
きました事をこの場をお借りして深く御礼申し上げます。ありがとうございました。

　今回、初参加のため例年の状況を詳しくは把握していませんが、本来であれば本学会は現地会場で発表し、また多くの先生
方の講演を直接拝聴できる絶好の機会だったと思います。しかし、第74回国立病院総合医学会は、新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）の影響により、WEB上での開催となりました。例年とは異なる形式での開催とはなりましたが、個 人々のペースで
自由に発表を閲覧できたことは、WEB開催だからこその魅力だったのではと感じます。本学会での学びを、今後の看護に活か
していきたいです。参加させて頂き、ありがとうございました。

　今回の総合医学会は私にとって10回目の参加になりました。昨年は東京で資格試験のため参加出来ませんでしたが、今回
は参加出来て良かったと思います。発表演題は「防災関係オリエンテーション用DVDを作成して～あきた病院におけるオリエ
ンテーションを通して～第3報」です。このテーマでの発表は3回目となります。コロナ禍で新潟での発表は出来ませんがオン
デマンド配信での発表となりました。今後も防災について継続して取り組んでいきたいと思います。

　この度国立総合医学会に参加させていただきました。今回は神経難病患者と褥瘡をテーマとした発表を行いましたが、医師
や師長、先輩方の助けがあってこそだと思います。また、褥瘡は発生しないといわれているALS患者の褥瘡発生に関する研究
は今後の看護に生かせるものであると思います。そして初めてのWeb形式での発表となり、今後の開催方法がWeb開催と
なってくれればより多くの方に目を通してもらう機会が増えるのではないかと考えます。このような機会を得られたことに感謝
しつつ、今後に生かしてきたいと思います。

東４病棟 看護師　佐藤 君美

北3病棟 看護師　佐藤 直紀

南１病棟 看護師　板垣 洋子

北1病棟 看護師　佐藤 佳奈

北2病棟 看護師　佐 木々 佳奈

エネルギー防災管理室長　三上正晴



あきた病院だより―⑥

看護部の取り組み看護部の取り組み

　　急変時対応について不安を抱えた中での研修でした。新人同

士だけでは知識が足りず難しいと感じることもありましたが、先輩

方に指導していただきながらロールプレイングを行い、急変時対応

の基本や報告の方法などを学ぶことができました。実際の急変時

ではパニックになってしまうと思いますが、今回の研修で学んだこと

を活かし少しでも冷静に対応できるようにしていきたいです。そのた

めにも疾患についての知識を身につけ、日頃から患者さんをよく観

察して緊急時を予測した看護を行って行きたいです。

急変時ロールプレイング研修を受けて

看護研究発表会に参加して

　　今回、ケーススタディを行い、患者さんにとってより質の高い生活を送るこ

とができるように自分たち看護職はどのような関わりができるのか1年を通

して学びを深めることができました。参加した看護研究発表会では患者さ

んを対象とする研究以外にも私たち看護師の働き方に関する研究なども

聞くことができました。自分たちの働き方が改善されることが患者さんによ

り良いケアを行うことにも繋がる、そういったメリットがあることを知り、研究

の対象によって様々な面から看護を見直すことが出来るのだと改めて学び

ました。患者さんの状態の変化によって生活の流れ・想いの変化も当然の

ように伴ってきます。自分たちが日常的に行っているケア、患者さんとの関わ

り方にも変化が必要とされてきます。ケーススタディを進めている中で患者

さんの想いをくみ取るために自分たちができること、考えられることは無限

にあるように感じました。こういった取り組みを研究のみならず、日常から意

識して目を向けられるように心がけていきたいと思いました。

● SOAPによる記録入力の負担感に関する課題への取り組み

● 筋強直性ジストロフィー患者のBlom®気管切開チューブを使用しての発声練習について
 　― に対する意欲を引き出すための関わり―

● 22q11.2欠失症候群患者の車椅子乗車時間を拡大する関わり

● 褥瘡を繰り返す脊髄小脳変性症患者に対する統一したポジショニングの取り組み

秋田県看護協会由利本荘・にかほ地区支部看護研究発表会に4名演題発表しました
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